
せ
ん
だ
い
じ
ょ
う
ほ
ん
ま
る

宮
城
・仙
台

城

本
丸
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
七
月
―
二
〇
〇
〇
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
仙
台
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
金
森
安
孝

・
我
妻
　
仁

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

。
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

仙
台
城
は
、
初
代
の
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
が
、
慶
長
五
年

（
三
ハ
○
○
）

一

二
月
か
ら
築
城
を
開
始
し
、
慶
長
七
年
五
月
に

一
応
の
完
成
を
み
た
城
で
あ
る
。

伊
達
氏
入
部
以
前
に
国
分
氏
の

「千
代
城
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
た
が
、
発
掘
調
査
で
も
門

を
伴
う
石
敷
き
の
虎
日
や
竪
堀
、

路
面
整
備
さ
れ
た
通
路
跡
を
検

出
し
て
い
る
。
仙
台
城
の
城
域

は
、
政
宗
死
後
の
寛
永
年
間
に

造
営
さ
れ
た
二
の
九
と
山
麓
の

三
の
九
、
重
臣
武
家
屋
敷
な
ど

を
含
め
、
面
積
約

一
〇
〇
ｈａ
に
及
ぶ
広
大
な
範
囲
を
占
め
る
。
本
丸
の
規
模
は

諸
城
郭
の
中
で
も
最
大
級
で
、
仙
台
市
街
地
西
部
、
標
高

一
一
五
ｍ
ほ
ど
の
青

葉
山
丘
陵
先
端
の
平
場
に
立
地
し
て
い
る
。
自
然
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
、
広

瀬
川
と
竜
ノ
ロ
峡
谷
の
断
崖
に
囲
ま
れ
た
山
城
で
、
尾
根
続
き
の
西
側
に
は
堀

切
や
土
塁
を
、
緩
斜
面
と
な
る
北
側
に
は
約

一
七
ｍ
の
高
石
垣
を
築
い
て
防
御

を
固
め
て
い
る
。

本
丸
跡
で
は
北
面
の
石
垣
に

一
九
六
〇
年
代
か
ら
変
形
が
日
立
ち
は
じ
め
、

仙
台
市
は
、
青
葉
山
公
園
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て

一
九
九
七
年
か
ら
石
垣
修

復
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
仙
台
市
教
育
委
員
会
は
、
そ
れ
に
伴
う
発
掘
調
査

を
実
施
し
、
現
存
石
垣

（Ⅲ
期
）
背
面
か
ら
、
伊
達
政
宗
に
よ
る
築
城
期
石
垣

（Ｉ
期
）
と
修
復
石
垣

（Ⅱ
期
）
を
発
見
し
、
本
九
に
お
け
る
三
時
期
の
石
垣

変
遷
と
、
石
垣
構
築
技
術
の
変
容
を
確
認
し
た
。

木
簡
三
点
は
、
本
九
北
東
部
、
Ｉ
期
石
垣
を
埋
め
込
ん
だ
Ⅱ
期
石
垣
背
面
の

盛
土
か
ら
出
土
し
た
。
Ｈ
期
石
垣
は
、
『伊
達
治
家
記
録
』

一
―
二
四

（仙
台

藩
史
料
大
成
　
宝
文
堂
、　
一
九
七
二
―
八
二
年
）
や
、
「江
戸
幕
府
老
中
奉
書
」
（仙

台
市
博
物
館
蔵
）
な
ど
の
史
料
や
絵
図
、
出
土
遺
物
な
ど
の
検
討
か
ら
、
元
和

二
年

（
三
全

六
）
の
地
震
で
崩
壊
し
た
Ｉ
期
石
垣
を
修
復
し
た
石
垣
と
み
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
慶
長
五
年
の
仙
台
城
築
城
か
ら
、
元
和
二
年
の
地

震
被
災
頃
に
使
用
さ
れ
、
Ⅱ
期
石
垣
構
築
時
に
石
垣
背
面
に
埋
没
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
石
垣
石
材
か
ら
は
三
〇
〇
〇
点
を
超
す
刻
印
や
墨
書
を
発
見
し
て
お

(仙 台)



2000年出上の木簡

り
、
「寛
文
」
銘
の
朱
書
石
材
や
、
「慶
安
五
年
八
月
十
五
日
」
全
六
五
一
じ
銘

の
刻
字
石
材
な
ど
、
多
数
の
文
字
資
料
を
検
出
し
て
い
る
。
土
師
質
土
器

（か

わ
ら
け
）
は
、　
一
九
〇
〇
点
ほ
ど
出
土
し
、
う
ち
七
点
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

金
属
製
品
に
は
、
角
石
下
部
か
ら
出
上
し
た

「敷
金
」
三
百
数
十
点
が
あ
る
ほ

か
、
石
材
を
割
る

「鉄
失
」
や
加
工
に
用
い
た
ノ
ミ
な
ど
、
石
工
の
道
具
も
出

土
し
て
お
り
、
う
ち
数
点
に
刻
印
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
山
上
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
谷
地
形
の
影
響
で
保
存
状
態
の
良
い
木

製
品
が
多
く
出
土
し
、
そ
の
う
ち
二
六
点
に
墨
書
が
残
っ
て
い
る
が
、
現
在
整

理
中
の
た
め
今
回
は
釈
読
で
き
た
三
点
を
紹
介
す
る
。
木
簡
の
他
に
も
、
梨
地

蒔
絵
椀
や
箸

・
折
敷

・
下
駄

・
桶
板

・
柿
材

（板
葺
の
一
種
）
な
ど
、
本
九
で

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
る
貴
重
な
資
料
が
多
い
。
黒
漆
塗
り
の
板
材

一
点
に
は
刻

書

「天
下
一
之
□
」
が
認
め
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
＜
　
　
　
□二
十
文
□

。
「
＜
□
慶
長
十
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
Ｗ
ａ
Ｗ
∞
ｏ愁

②

　

「玉
将
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実ヽ
∞叉
∞
墓

０
　
。
「丘
企

。
「し⊂
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞×
μ牌×
］
ｏ⇔牌

①
は
、
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
上
端
部
は
細
く
削
ら
れ
て
整
形
さ
れ
、
一肩
部
と

頭
部
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
切
り
込
み
を
入
れ
た
部
分
の
可
能
性
も
あ
る
。

樹
種
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。

②
は
、
将
棋
の
駒

「玉
将
」
で
あ
る
。
表
面
の
縁
辺
部
の
人
力
所
に
墨
線
が

描
か
れ
、
駒
の
進
行
方
向
を
示
し
て
い
る
。
裏
面
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

樹
種
は
ス
ギ
で
あ
る
。

働
は
、
将
模
の
駒

「歩
」
で
あ
る
。
表
面
の
上
端
部

一
カ
所
に
墨
線
が
描
か

れ
、
駒
の
進
行
方
向
を
示
し
て
い
る
。
裏
面
は

「成
り
金
」
を
表
す

「と
」
が

記
さ
れ
、
縁
辺
部
六
カ
所
に
墨
線
が
描
か
れ
、
金
将
の
進
行
方
向
を
示
し
て
い

る
。
樹
種
は
ス
ギ
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

仙
台
市
教
育
委
員
会

『仙
台
城
本
九
跡
の
発
掘
』
改
訂
版

全
一〇
〇
〇
年
）

金
森
安
孝

「仙
台
城
本
九
跡
の
発
掘
調
査
」
３
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
四

四
二
　
一
九
九
九
年
）

金
森
安
孝

・
我
妻
　
仁

「仙
台
城
本
九
跡
　
築
城
期
及
び
修
復
石
垣
の
発

見
」
翁
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
四
五
六
　
一
一〇
〇
〇
年
）

金
森
安
孝

「仙
台
城
本
九
跡
石
垣
修
復
に
伴
う
発
掘
調
査
」
３
日
本
歴
史
』

工全
ニ
ハ　
ニ
○
〇
〇
年
）

（金
森
安
孝
）



「慶安五年八月十五日」銘

刻字石材

木
　
簡
　
研
　
究
　
第

一
七
号

巻
頭
言
―
―
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
―
―
　
　
　
　
佐
藤
宗
諄

一
九
九
四
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
十
二
坪
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
跡

左
京
七
条

一
坊
十
六
坪
　
東
大
寺
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
高
安
城
関
連
遺

跡
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
東
南
坪
　
藤
原
京
跡
左
京
十

一
条
三

坊
　
長
岡
京
跡
①
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
０
　
平
安
京
跡
左
京
四
条

一
坊

一

町
　
平
安
京
跡
左
京
八
条
三
坊
十
四
町
　
平
安
京
跡
右
京
八
条
二
坊
二
町
　
慈
照

寺
境
内
　
容
坊
山
遺
跡
群
　
大
坂
城
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
有
年
原

・

田
中
遺
跡
　
梶
子
北
遺
跡
　
由
金
北
遺
跡
　
伊
興
遺
跡
　
錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡

宮
町
遺
跡
　
ユ刷
橋
城
遺
跡
　
荒
田
目
条
里
遺
跡
　
矢
玉
遺
跡
　
山
王
遺
跡
　
大
坪

遺
跡
　
中
尊
寺
境
内
金
剛
院
　
花
立
Ⅱ
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
大
友

西
遺
跡
　
石
名
田
木
舟
遺
跡
⑪
　
石
名
田
木
舟
遺
跡
②
　
北
高
木
遺
跡
　
水
橋
荒

町
遺
跡
　
山
木
戸
遺
跡
　
上
郷
遺
跡
　
陰
田
小
大
田
遺
跡
　
米
子
城
跡
七
遺
跡

三
田
谷
Ｉ
遺
跡
　
吉
川
元
春
館
跡
　
田
村
遺
跡
群
　
姉
川
城
跡
　
中
園
遺
跡
Ⅲ
区

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
七
）

平
城
京
跡
左
京
二
条
二
坊
六
坪

刻
歯
簡
贖
初
探
―
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粗
山
　
明

新
潟
特
別
研
究
集
会
の
記
録

国
史
跡
指
定
答
申
な
っ
た
人
幡
林
官
衛
遺
跡
…
小
林
昌
二
、
人
幡
林
遺
跡
の
時
代

的
変
遷
…
田
中
靖
、古
代
越
後
平
野
の
環
境

。
交
通

・
官
衛
…
坂
井
秀
弥
、封
絨
木

簡
考
…
佐
藤
信
、
八
幡
林
遣
跡
木
簡
と
地
方
官
衛
論
…
平
川
南
、
討
論
の
ま
と
め

書
評
　
鬼
頭
清
明
著

『古
代
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
勝
紀

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




